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8)肺晴検 ･肺 ドックでみ られた疾患の分析
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【目的】CT を利用 した肺癌検診の結果を寸でiこ数回

報告 しているが,今回は癒1J:外にどんな疾患が発見され

ているか報告 したい.またへリカ′レCT の弱点とそLIJJl

対策に言及する.

【結果】肺癌以外に各種の癌が発見され また肺炎 ･

肺結核 ･気管支拡張症など治療を要する疾患も多数新た

に見つか-,ている.さらに縦隔腫壕 ･副腎腫壕など手術

を受けた例も10例にムLt〕れている.

従来ヘ リカル CT での検診で2回以上撮影された場

育, しば しば病変の大きさに差があるが, しかしHRrr

では変化のない例を経験 している.その原因を病変が2

スラ(スに分かれたためと考え,1--3mm LJj･リ+での

しい画像を示現できることを知一一,た.

9lCT ガイ ド1こ肺て-キン グの経験
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肺腺癌のうiL-,線維化の無いもC')は上皮内癌であると提

唱されており我,t･は肺部分切除を試ふている.このうち

CT ガ(上下肺て-キングを施行 した3例を経験 した.

また7--キング後の胸腔鏡下手術の2例も経験 した.

できたのが3例で,Hakk()の 1例と KOPANS型の

症例では確認できなかった.

部分切除のためには触知可能なて-カーを選択する必

要がある.胸腔鏡下切除の場合も肺マ…キングは切除部

位確認のため有効であると考えられた.

Ⅲ . 特 別 講 演

画 像 診断と組織特 異性

東京慈恵会医科大学放射線医学教室教授

多 田 信 平 先生

第211回新 潟循環 器談話会

日 時 平成 9年7月5日 (立)

午後3時より

会 場 ホテルディアモソト新潟

Ⅰ. 一 般 演 題

ll 2回のカテーテ′L,治噂を行い.かつ生児を

得た冠動脈病変を有する川崎病後遺症の 1

例

貴
一郎

麻
英
哲

原
藤
枝

松
伊
戸

●
●
●

隆
巌
努
雄

弘

紀
田

田
川
井
熊

小
中
三
樋 儲 孟 宗 賄 う

･.･･ / .:･Al･,～ ･･Jt"･ 工 .∴ ∴ ∴

2O歳にて川崎病に隈乱 21歳時に中隔 心 筋梗塞に取乱

冠動脈造影にて左主幹部,左前下行枝近位弧 左回旋枝

近位部に冠動脈癖を,右冠動脈近位部に壁不整を認めた.

川崎病後退症による冠動脈疾患と診断 し,Trくど1)ン 330

mg内服で経過観察上し-[=.2･-:l歳時に下草急性心筋梗塞

にて入院.右'i動脈閉塞病変に対 して緊急冠動脈内ステ

ント植え込ふ術を行一一,た.心筋梗塞 1ケ月後に左前下行

枝狭窄病変f:こ対 して directionale()ronatTatherectomy

を施行した.vi.'スビ■Jン2･-13mg.ジピり'Ilモー′L75mg,

望したため,ジピリダモ-ルとワ…ファリソを中止 し,

アスピリンのみの服周とした.27歳時,出産のため, 妊

娠37遇にて当院産科に入院 した.帝~~-f三切開予定6日前よ

i)-べりン投与 (15,000単位･日)を開始 し,帝王切開

にて生児を得た,ヘパリン投与は術後3日間行った.過

院後はアズピリソ 162mgを服用 した.出産2ケ月後

よi)軽労作にて胸痛出現 し,不安定狭心症にて入院.ち

前下行枝狭窄病変を確認 し,緊急冠動脈内ステソト植え

込み鮪を行った.アズピリソ162mgとチクロピジン 2㈱

mgを内服車であるが,3ケ月経過 した現在,経過は慣

調である.


